
横浜交通まちづくり協議会の
UDタクシー普及への取り組み 

横浜交通まちづくり協議会  

代表 松川由実 



 横浜交通まちづくり協議会とは 

 高齢の方、障がいを持つ方を含むすべての市民が利用しや
すく、エネルギー消費や大気汚染といった環境負荷がより
低い交通システムを横浜で実現することをめざしています。 

 公共交通活性化をすすめる団体や福祉交通に取り組む団体
など、交通やまちづくりの市民団体で構成されています。 

○横浜カーフリーデー（2004年～2010年） 
○グリーンモビリティカフェの開催（2011年～） 
○横浜市交通政策推進協議会 
 モビリティマネジメント推進部会への参加（2012年～） 
○タクシー連携事業（ 201２年～） 

主な活動 
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2004年 EUカーフリーデー賛同都市として日本で初めて、松本市・
名古屋市とともに横浜カーフリーデーを開催 

2005年 日本で初めて道路空間（日本大通り）を人と自転車に解放
して「カーフリーデー」を実施 

2006年 マイカーを規制してバスは通すといういわゆる「トラン
ジットモール」を実現 

2007年 伊勢佐木町１丁目から7丁目まで歩行者に開放。馬車道通
りと入船通りもカーフリー協力ゾーンとして日本大通り・
横浜公園からつながる広域をカーフリーゾーンとする 

2009年 カーフリーデーに合わせて横浜市はシンポジウムを同時開
催。行政との連携が始まる 

2010年 バス協会との連携で、市内を走るバス１０社がすべて日本
大通りに集合。交通事業者との連携始まる 

横浜カーフリーデー実行委員会としての活動 

 横浜カーフリーデー実行委員会として活動を始めましたが、
カーフリーデーだけではなく、まちづくりの視点から交通
問題を考えるため、「 横浜交通まちづくり協議会 」と改め、
より幅広い主体の参加を求め活動しています。 
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 当会及びメンバーが横浜市交通政策推進協議会の「モビリ
ティマネジメント推進部会」、「地域交通部会」に参加し
ています。 

横浜市交通政策推進協議会(2008年7月設立) 

・学識経験者 
・市民代表     ・経済団体 
・交通事業者(鉄道・バス・タクシー) 
・交通管理者   ・行政(国・市) 

鉄道部会 

バス交通部会 

地域交通部会 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進部会 

・市内鉄軌道事業者(7者) 

・市内バス事業者(10者)、バス協会 

・多様な地域交通の担い手 

・公共交通を応援する市民、団体 

■横浜市における 
 交通政策推進体制（イメージ） 

横浜市交通政策推進協議会への参加 

（横浜市資料より） 

■横浜市交通政策推進協議会の組織体制 
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モビリティマネジメント推進部会と地域交通部会 

＜モビリティマネジメント推進部会＞ 
 高齢社会対応・環境負荷低減に向けて、横浜市の既存の公共交通を将来
にわたって維持し、利用しやすいものにするため、過度な自動車利用から
モビリティマネジメントなどにより公共交通の適切な利用へ転換させる取
組について議論することを目的。部会員は団体と個人。 

※部会の構成団体であるNPO法人横浜にLRTを走らせる会、暮らしフォーラムにし、横浜の
公共交通活性化をめざす会は、いずれも横浜交通まちづくり協議会の会員団体。 

＜地域交通部会〉 
 地域交通の担い手を中心として、高齢社会に対応した公共交通・福 祉
交通のあり方の検討をはじめとした横断的な取組とし、メンバーがそれぞ
れの取組の課題を認識し、課題の解決と新たなビジネスモデルについて議
論することを目的。この部会でUDタクシー普及について取り組んでいる。
横浜市の健康福祉局、道路局、子ども青少年局、都市整備局など福祉と交
通の局が横断的に参加していることが画期的。 

※現座長は、当会副代表で関東運輸局の地域公共交通マイスターでもあるかながわ福祉移動
サービスネットワークの清水弘子理事長 
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 モビリティマネジメント部会では、利用者目線から公共交
通利用促進策を提案しています。 

モビリティマネジメント部会における活動 

・共通バスマップの作成 
・市民向け公共交通利用ガイドの作成 
 ⇒公共交通利用促進のためのポータルサイトの活用・作成 
・乗り継ぎ割引運賃の調査・検討 
・電車、バス等のユニバーサルデザイン化 
・不採算路線における地域住民の共助のしくみ作り 
・駅や車内のサインの充実 
 ⇒2016年のバスに前乗り、後ろ乗りのピクトサイン実験を実施 

・横浜市民放送局との連携による短編番組「バスに乗ろう！」（仮称）
の製作 

 ⇒「横浜バス散歩」として実現  

第2回部会（2013年5月29日） 

第1回部会（2013年1月30日） 
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UDタクシー普及に取り組むきっかけ 

◇公共交通やまちづくり団体が多かったカーフリーデー実行委員会に、
NPO法人かながわ福祉移動サービスネットワークが入会したことで福
祉交通（障害者や高齢者、子ども）など移動に困難を抱えている人たち
の交通問題にも活動範囲が広がっていた。 

◇神奈川県では、福祉有償運送の中間組織であるNPO法人かながわ福祉
移動サービスネットワークとタクシー事業者との関係が良好で、神奈川
県タクシー協会も移動困難者の交通問題に関心をもっていた。 

◇2011年のグリーンモビリティカフェに、神奈川県タクシー協会も参加
し、福祉車両の展示や今後の取り組みについて話していただいていた。 

◇2012年8月のUDタクシーの出発式で、UDタクシー紹介を当会副代表
でもあるかながわ福祉移動ネットワーク清水弘子理事長が務めた。この
時にUDタクシーを紹介する動画撮影をしたことがきっかけになった。 

 当会に福祉交通に取り組む団体が加入したこと、タクシー
協会との関わりなどからUDタクシー普及に取り組みはじめ
ました。 
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 ユニバーサルデザインタクシーの略。 

 高齢者、妊産婦、子ども連れ、車いすの方(車いすのまま乗
車することを想定)など、誰でも利用できる構造（ユニバー
サルデザイン）のタクシー車両であって、流し営業などの
通常のタクシー営業に用いるもの。 

 介護・福祉に特化したものではありません。 

ＵＤタクシーとは  

車椅子のまま乗車可能 

ステップと手すりが
ついているので、子
どもにも高齢者の方
にも乗りやすい 

セダンタクシーの約
２倍ゴルフバッグも
４セット自転車もつ
めます 

乗り降りしやすい 大容量の荷室 
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福祉の運送に使われる車両 約1,000台 

福祉タクシー（タクシー事業者） 約１割 

介護タクシー（福祉限定許可）  約３割 

福祉有償運送          約６割 

横浜市における福祉の運送に対するニーズ 

旅客の対象  約２８万人 
要支援、要介護認定者、  
身体障害者、知的障害者、  

精神障害者など 

■横浜市における福祉運送関連車両1台あたりの対象者数  

（1台あたり） 

=約280人 

→単身世帯化等で 
 さらに増加  

 (横浜市交通政策推進協議会平成26年11月4日資料より） 

 公共交通を利用できない方たちの移動手段は主に福祉有償
運送などが担っていますが、サービスが不足しています。 
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横浜交通まちづくり協議会の 
       UDタクシー普及への取り組み 

平成２４年度 ◇ＵＤタクシー出発式の動画を作成。 
◇神奈川県タクシー協会のＵＤタクシーパンフレットの
作成協力 

平成２５年度 ◇UDタクシー普及のため「よこはまふれあい助成金」に
応募し、独自の広報を実施 

・市内のケアマネ連絡会での説明会（９回開催） 
・アンケート付チラシを作成し、地域包括支援センター
等に配布。 

・UDタクシーについて紹介する動画の作成。 
・UDタクシーのミニシンポ開催 

平成２６年度 ◇UDタクシーマップ（WEB）作成 

平成２７年度 ◇知的障がい者にとっても利用しやすいUDタクシー動画
作成（予定） 

 広報活動等によりＵＤタクシー普及に取り組んでいます。 

■横浜交通まちづくり協議会のUDタクシー普及への取り組み 
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ＵＤタクシーに関するアンケート調査 

ＵＤタクシーに関するアンケート調査① 

1．時期尚早である。 27 

2．売上の増加に繋がらず、車両投資が、経営上の負担となる。 33 

3．担当乗務員の選定が困難である。 21 

4．既に福祉有償輸送等が運行されているので、お客様がいない。 12 

5． あまり興味がない。 3 

6．その他 15 

タクシー協会加入会員数 188 社(福祉限定4社除く） 

回答数 136 社(72.3％） 

  導入計画なし 78 社 

  導入計画あり 58 社 

2012年度に神奈川県タク
シー協会経由で県内全タク
シー事業者にＵＤタクシー
に関するアンケート調査を
実施しました。 

 タクシー事業者の中には、ＵＤタクシーの需要に対する誤
解があることが分かりました。 

■ＵＤタクシーを導入しない理由（回答数、複数回答） 
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１．タクシー事業者だけで、UDタクシーの周知は出来る。 9 

２．市民活動団体との連携は必要だ。 50 

３．市民活動団体との連携はすべきだが、どうしたらいいか分からない。 19 

４．自治体と連携すべきだ。 50 

１．UDタクシーの取組みや認知度を上げる為の広報活動 44 

２．乗務員の研修等、移動の質を上げる取組み 20 

３．地域の移動ニーズの情報交換(どこにどういう移動制約者がいるのか、等) 35 

４．その他 2 

ＵＤタクシーに関するアンケート調査② 

 ＵＤタクシーの周知のためには、市民活動団体との連携に
よる広報活動や移動ニーズの情報交換が求められているこ
とが明らかになりました。 

■ＵＤタクシー周知のために連携すべき団体（回答数、複数回答） 

■市民活動団体との連携の内容（回答数、複数回答） 
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 流し営業等で利用者から乗車を断られる事例があることも
分かりました。 

ＵＤタクシーに関するアンケート調査③ 

１．流し営業では不利との報告がある ８ 

２．駅構内営業でパスされた事がある ８ 

３．無線営業でご乗車を断られた事がある ７ 

４．介護車両とよく間違われるとの報告が多い ５ 

■流し営業等で利用者から乗車を断られる事例（回答数、複数回答） 
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タクシー事業者の声 
・営業回数が、セダンより平均で２～１０回程度少ない（多数） 
・流しでは、手をあげようかどうか迷っている様子 
・一人での乗車を遠慮される。 



UDタクシーを知ってもらう 
～チラシの作成・配布～ 

チラシ 
表面 

チラシ 
裏面 

 チラシを作成し、地域包括支援センターやケアマネジャー
の事業所に配布しました。 
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UDタクシーを知ってもらう 
～福祉関係者を対象とした学習会の開催～ 

・UDタクシーと福祉有償運送をアピール 
・会場には地元のタクシー事業者が参加
し、UDタクシーの試乗なども実施 

・横浜市内で10か所、県内ではさらに10
か所で開催 

参加したタクシー事業者の声 
・タクシー事業者だと単なる営業だ
と警戒されてしまう。 

・NPOと一緒の学習会だからUDタ
クシーの良さを伝えやすい 

 神奈川県タクシー協会横浜支部との協働によりケアマネ
ジャーや包括支援センターを対象とした学習会を開催しま
した。 
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UDタクシーを使ってもらう 
～UDタクシーマップ（WEB）作成～ 

https://udtaxi.wordpress.com/ 

項目 内容 

UDタクシーの
サービス内容 

・配車エリア  ・配車可能時間 
・セールスポイント等 

住所・連絡先 ・住所     ・電話番号 
・ホームページ ・メールアドレス 
・運行会社への問合せ予約 

UDタクシーの 
台数・ドライ
バー 

・ UDタクシーの導入台数 
・ユニバーサルドライバー人数 
・同資格者人数 ・乗務員指名の対応 

関連サービス ・車椅子貸出 
・チャイルドシート貸出 
・空港（定額）タクシーの有無 
・子育て支援タクシーの有無 
・観光タクシーの有無 
・その他便利タクシーの有無 

支払方法 ・クレジットカード決済端末 
・電子マネー決済端末 
・タクシーチケット決済 

■トップページ ■タクシー会社について提供している情報 

エリアを選択 
↓ 

ＵＤタクシー 
導入会社を選択 

 「どこで乗れるの？」「どこに連絡すればいいの？」利用
者の声を聞き、神奈川県タクシー協会横浜支部と連携し、
「ユニバーサルデザインタクシーMAP」を作成しました。 
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UDタクシーの利用実態① 

配車指定先 Ｈ26.４ Ｈ27.2 
合計  

（11か月分、 
Ｈ26.４～Ｈ27.2） 

自宅 ３２ ３９ ６６２ 

病院 １４ １５ １４６ 

高齢者施設 ６ １０ １０２ 

商業施設 １ ５ ３３ 

区役所 ０ １ ７ 

企業 １ ０ ７ 

計注 ８４ １６４ 1,301 

タクシー事業者の声 
UDタクシーは福祉の
利用だけでなく、
ちょっとした荷物を運
ぶのに使えるため今後
はマイカーからの転換
も期待できるのでは。 

■UDタクシーの配車指定先 

（ＵＤタクシー導入事業者（横浜市鶴見区）のデータ） 

 UDタクシーは様々な目的に利用されています。 

 普及が進めば、マイカーからの転換も期待できます。 
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注）自宅～企業は主な配車指定先を集計したものであり、これらの合
計と、UD配車依頼全体の数である計とは一致しません。 



UDタクシー利用実態② 

UDタクシーを利用する居宅介護事業所（ケアマネジャー）からの聞き取りなどを基に作成 

使いやすい点 使いにくい点 備考 

社会福祉協議会の
福祉有償サービス 

安い 
 

週に１回しか利用できない 
利用する時間が限られてい
る 
行先も限定されている 

使いにくい
点も多いが、
一番よく利
用している 

介護タクシー 
（介護保険利用） 

安い 
介助付 

契約しないと使えない。 
 

介護タクシー 介助付 高い 

UDタクシー 
いつでも使える 
一度利用すると 
登録されて安心 

近くはいいが、遠くにいく
と高くなる。 

近くの病院
に行くのに
利用 

※UDタクシーは介護タクシーではないので、マンション上階から介助など乗降
を介助することはできません。 

■福祉交通を担う交通サービスの特性 

 福祉交通を担う交通サービスの特性を踏まえて、目的に応
じた使い分けも必要です。 
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日本初のUD・EVタクシー専用待機レーン 

■オープニングセレモニー 

セレモニーの様子は
当会で動画作成しま
した。MCは当会副
代表の清水弘子さん。 

■設置場所（横浜駅東口タクシープラザ） 

（横浜市資料より） 

一番手前のレーンを UD･ＥＶ専用
レーンとし、優先配車 

 2013年6月28日、横浜駅東口タクシープラザに、日本初
のUD・EVタクシー専用待機レーンが開設されました。こ
のレーンが、UDタクシーの認知度を高めています。 
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■横浜駅東口タクシー乗り場 

 UD・ＥＶタクシー専用待機レーン 

 におけるタクシー稼動状況(2013年) 

UDタクシー利用実態③ 

 認知が不十分な現状においても、一日約30組の車椅子ご利
用者が東口より乗車されており、PRによりさらに多くの方
の乗車が期待出来ます。 
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全国のUDタクシー導入状況 

※全国ハイヤー・タクシー連合会資料（平成27年
3月31日現在）より抜粋して作成 

県名 導入事業者 導入数 

神奈川 ７１ １５５ 
（うち横浜82台） 

東京 ２７ ４８ 

大阪 ３ ５ 

福岡 １３ ２１ 

全国 ３６５ ６９０ 

■UDタクシー導入数 

導入数 

平成24年度 ６１ 

平成25年度 １６ 

平成26年度 ５ 

合計 ８２ 

■横浜市のＵＤタクシー導入の推移 

 横浜市のＵＤタクシーは順調に増えている訳ではありませ
ん。 

 そうは言っても、神奈川県はUDタクシー導入台数全国一。 
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導入目標240台※の１/３程度 
※横浜市のタクシーの5％に相当 



UDタクシー普及の課題と今後の展開 

１．UDタクシーの認知度向上 
◇横浜駅東口に専用レーンはできたが、一般のタクシー乗り場にUDタ
クシーに関する説明は一切ない。（ＵＤタクシーを導入していない会
社もあるので、導入している会社の宣伝になるため）  

 ⇒市民団体から、一般のタクシー乗り場にUDタクシーに関する情報を   
  提示するよう提案していきたい 

２．運転手の確保 
 ◇車椅子や移動困難な人を乗車させるために時間がかかるが、料金は 
  一般タクシーと同じ。    
⇒タクシー事業者の中には、将来的にＵＤタクシー担当乗務員の勤務シ
フト、人事制度の見直しを検討しているところもある 

３．利用実態の調査 
 ◇利用実態は、各タクシー事業者は持っているデータのみ。 
 ⇒利用実態を調べて、ニーズがあることを示すことが重要 

 これからも様々な課題を解決しながら、UDタクシー普及に
取り組んでいきたいと思います。 
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